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Motivation
☆パルサー（or B.H.）磁気圏の解明（：ideal MHDを仮定？）

・Poynting flux が支配的な領域での電磁場の構造

・電子陽電子対の運動⇔電磁場

→ガンマ線バースト？

・ideal MHD条件が破れる領域の存在

時間に依存する数値コードの開発



二流体方程式系
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・電磁気力以外は無視

・軸対称

・２次元

・時間依存



Ideal MHD近似
Ideal MHD条件
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二流体方程式系
（ideal MHDを仮定せずに解く）
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電磁場の計算方法
Maxwell 方程式において軸対称を

仮定し、クーロンゲージ
を採用する。
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２つの波動方程式と

２つの楕円型方程式

Maxwell 方程式
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二流体方程式系のまとめ
電磁場の方程式

流体の式
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２つの波動方程式と

２つの楕円型方程式

EとBを時間発展

させて解く
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流体の式の計算方法
Larmor半径

cyclotron 周波数

light cylinder
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速度の磁場に垂直な成分を
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テスト計算と現状（１）

電子の速度



磁場 電場

テスト計算と現状（２）



まとめ

☆二流体計算コードを開発中

課題
・数値的

・物理的

→精度、スピード、解析、定常的な構造 etc.

→閉曲線と開曲線の境、入射の条件 etc.


